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あさがお 

～つまずいても転んでも 涙を拭いて目を開ければ 

進む道も広がる空も 笑っているはずさ～ 

 

 今日から文化祭日課となり、合唱コンクールへの取り組みがはじまりました。音楽の授業では、合唱コ

ンクールに向けて学年合唱の曲を中心に練習しています。ただ、「歌う」「音程を覚える」のではなく、曲

全体の構成を考え、歌詞に込められた思いなどについて学んでいます。 

学年合唱で歌う、「あさがお」という曲は、女声と男声の二部で歌いますが、１年生の声作りには大変

歌いやすく、これからの「人生」に向けた力強く、物語性のある素敵な曲です。友を想う心、まっすぐに

生きていこう、という自分への誓い。「頑張ろう！」などの押しつけがましい言葉が、全くないことに共

感を覚える歌詞です。 

 人生の中で「音楽」の存在はなくてはならないもの。その中でも「歌」は様々な場面で、あなたたちを

助けてくれたり、あなたたちの感情を表現してくれたりするものです。そんな歌の素晴らしさを改めて考

え、歌詞の中に共感できる自分に気づくのです。「一つ一つの歌詞には深い意味があり、心を持つ」と言

われます。さらにその歌詞に音楽を吹き込むことで、歌詞は生きるのです。 

 何事にも一生懸命な人生を歩んでいると、何気ない歌の歌詞や本に書いてある1行、映画の中のセリフ

なども心に深く響き、その言葉の意味の深さを受け取ることができますよね。歌の持つ力はすごいのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主自立！ 
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一
、 

負
け
な
い
っ
て
強
い
心
で 

立
ち
上
が
っ
て
進
ん
で
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負
け
そ
う
な
弱
い
自
分
に 

寄
り
か
か
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て
し
ま
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悔
し
い
っ
て
流
す
涙
は 

た
ぶ
ん
今
ま
で
の
自
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さ
よ
な
ら
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言
っ
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す
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の
エ
ー
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ん
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て
い
る
ん
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